
(2)大学院

平成8年度大学院学生

霊長頬学専攻

氏 名 学年 相弔教官研究テーマ

嶋田 誠 D4 庄武孝菰 アフリカ霊長栃の種

分化と進化史

金 将抹 D3竹中 修 霊長板におけるY染

色体迫伝子の分析

長谷川良平D3 三上孝允 前頭連合野における

作業記憶の神経機構

楕沖村秀 D3 小嶋祥三 霊長 類 にお ける音

声 ･聴覚の研究

山越 首 D3杉山事丸 チンパンジーの採食

生態 ･道具使用

岡本暁子 D2杉山事丸 ムーアモンキーの社

会交渉

奥千奈美 D2茂原信生 内耳の機能解剖学的

研究

栗田博之 D2杉山事丸 ニホンザルのメスの

繁殖戦略

GudaBelay

D2庄武孝義 ゲラダヒヒの集団迫

伝学的研究

山根 到 D貞三上章允度期記憶にもとづく

運動に関する運動前

野の働き

呉田陽一 Dl小嶋祥三霊長類の音声知覚

佐藤 明 Dl松沢哲郎 霊長類における因果

推論の研究

田代靖子 Dl加納隆至 アフリカ大型類人猿

の採食生態

田仲祐介 Dl三上章允視党系における異種

情報の統合処理過程

に関する研究

官本俊彦 M3茂原信生 ニホンザル下肢骨の

加齢変化

伊藤活介 M2小嶋祥三性格の生物学的研究

泉 明宏 M2小嶋祥三 霊長類の聴覚

大平桝司 M2林 基治 霊長類発達脳におけ

る神経栄養因子の分

子生物学的研究

竹元博幸 M2杉山串丸 霊長類の採食生態
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松原 幹 M2杉山事丸 ヤクシマザルメスの

紫苑暇略と採食行動

の関連

水谷俊明 M2松沢哲郎 テナガザルの背戸生

成

加藤まどかMl三上孝允 記憶の取 り出しを制

御する脳内メカニズ

ム

早川祥子 Ml杉山幸丸 ニホンザルメスの性

選択について

来由香子 Ml川本 芳性の進化に関する細

胞遺伝学的研究

平田 聡 Ml松沢哲郎 チンパンジーの社会

的知性

船越美穂 Ml大将秀行野生ニホンザルの生

態と保護管理

D.P.FaraJallah

･Ml川本 芳 インドネシアのカニ

クイザルの遺伝的変

異性に関する研究

研究概要

嶋田 誠 :グリベットモンキーの集団遺伝学的研

究

グリベットモンキーの10地域免田の集団内およ

び免田問変異を血紋蛋白屯気泳動多型およびミト

コンドリアDNAの多型の解析することにより群

れの分布拡大の歴史を考現した｡

金 将抹:盟長所におけるY染色体遺伝子の分析

Y染色体上の捕汲特異タンパク質 (TSPY)に

ついて､テナガザル､ニホンザル､マントヒヒで

その位置､重複状態等をFISH法で調べ､

cDNAの塩基配列を決定し,転写因子である可能

性を示唆した｡

橋紳和秀 :霊長類における視聴覚統合

チンパンジーとニホンザルについて､視聴覚間

のクロスモーダルな情報処理の特性を実験的に検

討し､ヒトとの比較をおこなう｡



長谷川良平 :前頭連合野における作業記憶の神軽

機械

作弟記憶にもとづくサッカー ド眼球運動の発現

に関与する脳内情報処理過程を明かにするため

に,行動課題遂行中のサルの前頭連合野から神経

細胞の活動を記録 ･解析した｡

山越 首 :チンパンジーの採食生態 ･道具使用

ギニア共和国ポッソウに生息するチンパンジー

群を対象に､道具使用も含めた採食行動一般と資

源丑の変動との関連を調べ､解析した｡

岡本暁子 :ムーアモンキーの社会交渉インドネシ

アのスラウェシ島に生息するム⊥ァモンキーを対

象に､行動の至近的要因や機能に関する検討をお

こなう｡

奥千奈美 :内耳の機能解剖学的研究

内耳の機能形態を比較解剖学的に研究

栗臼博之 :ニホンザルのメスの繁殖戦略

高崎山に生息する羊ホンザルを対象として､出

産および初期死亡について分析した｡また幸島と

高崎山でサルのケガについての調査を行った｡

GuIJaBelay:PopulationGeneticStudyof

771eLTOPIthecusgemdaontheSouthempartof

Ethlopla.

Iperformedfieldsurveyandbloodsampling

from23/9/95-26/3/96.Blo∝lsampleswere

couectedfrom3-4populatlonsandbrought

toPrimateResearchInstituteforanalysls.48

1ndivldualwerescreenedushgSGE,PAGE,

IEFelectrophoreslstechniquesfor36blood

proteinloci.

山根 到 :短期記憶にもとゴく運動に関する運動

前野の働き

記憶の保持と運動の遂行を時間的に分離した課

畑をしているサルの運動前野から記憶の保持や運

動に関するニューロン活動を記録した｡運動前野

は記憶の保持と運動の実行の両方に関与している

ことを明らかにした｡

呉田陽一 :霊長類の音声知覚

新世界ザルにおける音声処理のメカニズムを,

行動学､及び神経科学的に解明する｡

佐藤 明 :霊長類における因果推論の研究

主に視覚情報の継時的な変化を手がかりに霊長

頬がおこなう因果推論的な情報処理の過程を検討

し､その機能を明らかにする｡

田代靖子 :アフリカ大型類人猿の採食生態

ザイール共和国ワンバ森林において野生ボノボ

の採食と遊動,環境利用についての研究をおこな

った｡

田仲祐介 :祝党系における異種情報の統合処理過

程に関する研究

視覚系における形態視と運動視の統合過程をモ

デルとして､複数の情報を統合するときに生じる

矛盾した条件を脳がどのように解決しているのか

を明らかにする｡

官本俊彦 :ニホンザル下肢骨の加齢変化

.ニホンザルの下肢骨の加齢変化を骨計測をする

ことで明かにする

伊藤活介 .:性格の生物学的研究

サルの様々な運動(歩き,岨噴,引っ掻き)のテン

ポの個体差を測定した｡餌やり場面でサルがヒト

に近寄れる距離には,個体差がある事を発見した｡

サルの感覚追求性(sensationseeking)を査定す

るための､シアターボックステストを開発した｡

泉 .明宏 :霊長類聴党系における時間情報処理

継時弁別課題を用いてニホンザルの聴覚系にお

ける時間弁別能を測定し,音の知覚的体制化につ

いて検討した｡
I

大平耕司 :霊長類発達脳におけるTrkBの発現変

化

発達期大脳皮質において神准栄養因子受容体の

一つTrkB(TK+､TK-)の発現定量を行った｡そ

の結果､神経繊維減少時期にTK-が顕著に増加し

た｡このことはTK-が級維減少に重要な役割を担

っていることを示している｡
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竹元博幸:野生チンパンジーの採食行動

ポッソウ地域のチンパンジーを対象に採食行動

の季節変化を調べ､採食内容と植生および栄養分

析から採食選択の理由を探った｡

松原 幹:ヤクシマザルメスの繁殖戦略と採食行

動の関連

メスのコンソート様式による採食の変化を調

べ､社会関係と採食の関連から個体群動態を考察

する｡

水谷俊明:テナガザルの音声生成

テナガザルが長距離コミュニケーションに用い

る菅声(グレートコール)が生成される仕組み.を物

理的モデルをもとに検討した｡

加藤まどか :記憶の取り出しを制御する脳内メカ

ニズム
遅延象徴見本合わせ現題遂行中のサルの前頭連

合野から神経活動を記録 ･解析し､前頭連合野が

記憶の取り出しの過程にどのような役割を果たし

ているのかを明らかにする｡

早川祥子:ニホンザルメスの性選択について

屋久島西部のヤクザル野生群を対象に発情メス

の行動がその内部環境要因と外部環境要因からど

のような影響を受けるのか､さらにはその行動が

ヤクザルの社会構造に進化上どのような影啓を与

えるかを行動観察およびDNA解析により考窮す

る｡

来由香子 ･.コモンマーモセットにおける胎盤吻合

キメラ現象の生物学的解析

マ-モセット科のサルでみられる胎盤吻合起因

性の骨髄由来リンパ球キメラ現象を､染色体を指

標として分子細胞遺伝学的に解明することを試み

た｡

平田 聡:チンパンジーの社会的知性

飼育下において､複数のチンパンジ-がいる状

況での実験的研究を行い､彼等の社会的知性につ

いて考窮する｡

船越美穂 :野生ニホンザルの生態と保桟管理

ニホンザル地域個体群の保頂管理を行うため

に､窮境選択と土地利用を明らかにする｡

D.P.Fardallah:インドネシアのカニクイザルの

退伝的変異性に関する研究

インドネシアのスマトラ島,ジャワ島に生息す

るカニクイザルの蛋白､ミトコンドリアDNA､

マイクロサテライトDNAの変異の検索をおこな

っている｡

論文

一和文-

1)山越首(1996)野生チンパンジ｣の ｢きねつき｣

行動.モンキー､40(4,5):3-8.

2)竹元博幸/熊崎汚則 ･松沢哲郎 (1996)飼育

チンパンジーによる植栽樹の採食にみられる選

択性.霊長析研究､12(1):33-40.

-英文-

1)H.-S.Klmand0.Takenaka.(1996)A

comparlsonofTSPY genesfrom Y-

chromosomalDNAofGreatApesand

Humans:Sequence,Evolution and

Phylogeny.Am.∫.Phys.Anthropo1.,100:
301-309.

2)H.-S.Klm,H.Hlraland0.Takenaka.

MolecularfeaturesoftheTSPYgeneof

glbbons and Old World monkeys.

ChromosomeRes.,4,500-506.

3)Matsuzawa,T&YamakosM,G.(1996)

ComparlsonofchlmpanZeematetrlalculture

betweenBossouandNlrnba,WestAfrica.In

ReachlngIntoThought:Themlndofthe

greatapes.A.E.Russon,K.A.Bard.&S.戸arker

(eds.),CambridgeUniversityPress.

4)Su.SSY.,Tanaka.Y.,Samejlma,Ⅰ.,Tanaka,

K.,andYanaglda,M.(1996)Anitrogen
starvatlon-induceddormantGOstatein

flsslonyeast:theestablishmentfrom
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uncommittedGIstateanditsdelayfor

returntoprollferatlon.JournalofCell

Sclence109,1347-1357.

学会発表等

一和文-

1)嶋田 誠 ･庄武孝義 (1996)グリベット･モン

キー(CeTCOPIthecusaethLopsaethlops)におけ

る集団迫伝学的研究.第12回日本霊長類学会大

会 (1996年6月､大阪).霊長類研究､12(3):

258.

2)嶋田 誠 ･庄武孝義 (1996)エチオピア中央部

の グ リベ ッ トモ ンキー (CercopLEhecus

aethLopsaethlops)地域集団における集団迫伝

学的研究.日本ナイル ･エチオピア学会第5回

学術大会(1996年4月､八王子､東京).プログラ

ム&要旨集､p.18-19.

3)橋浦和秀 ･小林洋美 (1996)ヒトの非言語音声

コミュニケーション ー出会いがしらの音声は

なにを伝達しているのか?日本動物行動学会第

15回大会(1996年11月､.東京).発表要旨集､

p.38.

4)橘掃和秀 ･明和政子 (1996)テンパンジ-乳児

におけるリーチング行動の発達.第12回日本霊

長放学会大会(1996年6月､大阪).霊長難研究､

12(3):295.

5)山越 首 (1996)ポッソウのチンパンジーの道

具操作に見られる個体差 第12回日本霊長額学

会大会(1996年 6月､大阪).霊長類研究､

■12(3):283.

6)松沢哲郎 で山越 首 (1996)野生チンパンジー

の道具使用の新たな発見 :水藻すくい 第12回

日本霊長規学会大会(1996年6月､大阪).霊長

類研究､12(3):283.

7)栗田博之 ･松井猛 (1997)高崎山生息ニホンザ

ルの出産と初期消失について.第44回日本生態

学会大会 (1997年3月､札幌).辞演要旨集､p.

162.

8)佐藤明 (1996)チンパンジーにおける物体の一

体性知覚.動物心理学会第56回大会.●(1996年4

月､東京).動物心理学研究､46(2):109.

9)田仲祐介 ･三上孝允 (1997)側頭連合野での運

動祝情報と形態視情報の両方に依存した神経細

胞の反応特性.日本視覚学会冬季研究会.(1997

年1月､東京).VIsion1997vo19nolp56.

10)伊藤浩介 ･泉明宏 ･小嶋祥三 (1996)物体弁

別学習セット課鴇における仮説行動 :老化の影

響.第12回日本霊長類学会大会 (1996年6月,大

阪).霊長類研究 12(3):293.

ll)泉明宏′･伊藤活介 ･小嶋祥三 (1996)学習セ

ットの獲得における年齢差.第12回日本霊長駁

学会大会(1996年 6月､大阪).霊長頬研究､

12(3):293.

12)水谷俊明 ･.鈴木修司 ･松沢哲郎 (1996)チン

パンジーにおけるトークン使用一予備訓練一助

物心理学会第56回大会 (1996年4月､東京).動

物心理学研究46(2):111

13)水谷俊明 (1996)テナガザルのデュエットの

個体発生起甑.第12回日本霊長類学会大会

(1996年6月).霊長頬研究 12(3):290

14)平田聡 ･DoraBlro･松沢哲郎 (1996)限らゎ

た食物資甑をめぐるチンパンジー間の社会交

渉.日本動物行動学会第15回大会 (1996年11

月､東京).要旨集､p.46.

15)船越美穂 ･常田英士 (1996)志賀A群の繁殖

特性.第2回野生動物保護学会大会(1996年10

月､札幌).講演要旨集､p.34.

16)渡逸邦夫､船越美穂,三谷雅純､荒金辰治､

Kunkun ∫.Gurmaya､ Ⅰ.Wayan A.

Dlrgayusa､ ErrlN.Megantara､ Edy

Brotolsworo､1996.インドネシア､パンガン

ダラン自然保護区における霊長類2種､シルバ

ール トンとカニクイザルの個体群変動につい
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て｡弟2回野生生物保桟学会大会(1996年10月､

札幌).相済要旨典､p.36.

-英文-

1)Shlmada.M.& Shotake,T.(1996)

Populatlongenetlcsofgrlvetmonkeys
(Cet･copLthecusaethLoDSaethLops)within

andbetweenlocalpopulatlonslnEthlopla.

The16thCongressofthelnternatlonal

PrlmatologlcalSoclety(Madlson,Wisconsin,

August1996).Abstracts,No.790.

2)Yamakoshl,G.(1996)Tooトuseandfood

avallabllltyofchimpanzeesatBossou,
Gulnea.The 16th Congressofthe

lnternatlonalPrlmatologlcalSociety
(Madlson,WIsconsln,August,1996).
Abstracts,No.280.

3)Okamoto,K.&Matsumura,S.(1996)When

domalemoormacaquesemittheloudcall?

InternatlonalSymposium"Evolutionof

AslanPrlmates【(Inuyama,Alchl,AugtlSt,
1996).Abstracts,p.45.

4)Matsumura,S.& Okamoto,K.(1996)

Spatlalproxhltyamonggrouprnernbersof
wlld moor macaques.Internatlonal

Symposlum"EvolutlonofAslanPrlmates什

(Inuyama,AIchl,August,1996).Abstracts.
p.46.

5)Okamoto,K.,Kojlma,S.&Agetsuma,N.

(1996)Dochimpanzeesgreet? ne16th

CongressofthernternationalPrimatologlcal

Soclety(Madlson,WIsconsln,August,
1996).Abstracts,No:497.
1

6)Yamane,ⅠりSawaguchl,T.,Kubota,K.,and
Mlkaml,A.(1996)Premotorcortexneurons

relatedtomovementselectionandspatlal

memory. The 26th Soc. for

NeuroscL(Washlngton.November,1996).
Abstracts,22:796.5.

7)Satoh,A.,Kanazawa,S.&Fullta.K.(1996)

Perceptlonofob)ectunitylnachimpanzee.

The16thcongressofthelnternatlonal

Prlmatologlcal Society, (Madlson.

WIsconsln,August,1996).Abstracts,No.
338.

8)Tashlro,Y.,Hlrata.S.(1996)Soclalroleof

alpha-femaletodecidemalerankln

Japanese monkey group.The 16th

CongressoflnternatlonalPrlmatologlcal

Soclety(Madlson.WIsconsln.August.
1996).Abstracts,No.513.

9)Idanl,G.,Hashlmoto,C..andTashlro,Y.

Seasonalltyoffooditemsandranglng
patternsofBonoboatWarnba,Zaire.ne

16th Congress of lnternatlonal

PrlrnatologlcalSoclety(Madlson,WIsconsln,
August,
1996).

10)Tanaka,Y.andMlkaml,A.(1996)The

lntegratlonofvisualformandmotion
lnformatlonlntheprimatesuperior

temporalsulcus.NeurosclenceResearch,

Supplement201996S202.

学位取締者と論文活日

京都大学博士 (理学)

固松 豊 (論文) :MorphologicalStudie占on

NyanzapLthecus(Hominoidea,Primates)

DIscoveredFromNorthem Kenya.(北ケニ

ア か ら発 見 さ れ た NyanzapLthecus

(Hominoidea,Primates)に関する形態学的研

究)

金沢 創 (課程) :Comparativestudyof

recognltlonoffacialexpressionslnJapanese

monkeys (MacacaFuscata) andhumans
(HomosaDIens).(ニホンザルとヒトにおけ

る衣情緒知の比較研究)

長谷川良平 (耽程) :作菜記憶にもとづく眼球運

動の発現に関わるサル前頭連合野の神経根栴
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山越 言 (課程) :EcPloglcalstudyontool
usingbehaviorofwildchimpanzees(Pan

tTOglodytesverus)atBossou,Guinea.(ギ

ニア共和国ポッソウの野生チンパンジーの道具

使用行動についての生態学的研究)

金 殿抹 (課程) :MolecularAnalysesof
GeneonYChromosomelnPrimates.(霊長

額におけるY染色体の退伝子解析)

京都大学修士

泉 明宏 :ヒトとニホンザルにおける音の時間的

一巡性の知覚

伊藤活介 :霊長類の性格 :感覚追求特性を査定す

るシアターボックステストの開発

大平桝司 :発達期サル脳におけるTrkB (BD

NFレセプター)の発現変化

竹元博幸 :ポッソウのチンパンジーにおける活動

性および採食行動の季節変化

松原 幹 :ニホンザルメスの発情期における採食

行動

水谷俊明 : ｢テナガザルはどうしてあんなに大き

な声が出せるんだろう｣

官本俊彦 :ニホンザル下肢骨の加齢変化
＼

大学院コロキアム

第 1回 :1996年7月9日 (火)

r生物はシンクロナイズするJl

桝演者と演題 :

MIchaelHuffman (生態機構)｢ニホンザル集団

における石遊びの伝播｣

折田 放 く形態進化)r成長におけるシンクロナ

イ ズとそのメカニズム｣

明和 政子 (京都大学教育学部)｢チンパンジー

の新生児模倣 ･リーチングを伴う発生｣

大蔵 聡 く器官調節)｢繁殖現象における同調｣

木下 正治 (岡崎国立共同研究機構生理学研究所)

r神経細胞のシンクロナイゼ-シヨン｣

企画 :伊藤 活介､奥 千奈美､田仲 祐介 (以

上TA)､大蔵 聡

内容 :生物における同調 (synchronlatlon)は､

生理､心理､生態など多様な側面に現われ､器官

形成､思考､言語､繁殖などにおいて重要な役割

を呆たしている｡本コロキアムでは､様々な階層

(細胞レベルから個体 ･集団レベルまで)におけ

る同調現象のメカニズムやその適応的意義につい

て､各演者から最新の話題を提供してもらい討論

を行った｡各演者には､同調現象において ｢発信

体 (S)から何らかの情報が受信体 (R)に伝わ

った結果､Rの活動がSの活動と同調するJ.とい

う定義をしてもらった上で､SからRに伝えられ

る情報､同調が維持される機構､同調することに

よろs/Rのメリットなど､討論の目安となるいく

つかの点について述べて,もらうように企画者側か

ら依頼したため､脈絡のとれた拭論を行うことが

できた (参加者 :-約60名)｡

(文責 :大蔵 聡)

第2回 :1996年12月13日 (金)

『新 ･霊長類学の現在』

辞演者と演題 :

｢口頭発表者｣

岡本 暁子 (D2)｢ムーアモンキーのラウドコ

ール｣

奥 千奈美 (D2)｢内耳形態研究の新手法｣

H-SKlm (D3)｢MolecularcharacterLzatlon

oftheTSPYgenelnprlmatesJ
GBelay(D2)｢Populatlongeneticofanew
populatlon of Gelada baboon､

(77】eTOPlthecusgeJada)lnAruSLEthlopla｣
杉浦 秀樹 (認知学習)rMatchlngofacoustlc

featuresduringthevocalexchangeofcoo

callsbyJapanesemacaques (ニホンザルの

クー ･コールの鳴き交わしにおける音啓特徴の

マッチング｣

中村 徳子 (思考言語)r霊長板における自己幼

映像路知 :系統発生的アプローチ｣

山根 到 (D2)｢未定｣

田中 伊知郎 (生態機構)｢ニホンザルにおける

シラミ卵処理技術の置換 :ニホンザルは目先の

利益にこだわるのか,それとも目標に向かって

ぱく進するのか?｣
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rポスター発衣者｣

嶋田 誠 (D4)｢Populatlongeneticsof

grlvetmonkeys(CercopLthecus aethLoDS

aethLops)within and between local

populatlonslnEthlopla｣

楕弥 和秀 (D3)｢出会い頭の音声はなにを伝

えているのか -ヒトの非首招音声コミュニケ

一一ションー｣

長谷川 良平 (D3)｢未定｣

山越 首 (D3)●｢Toolsforsun/lval｣

田仲 祐介 (D l)｢側頭連合野での運動視情報

と形態視情報の両方に依存した神経細胞の応

答｣

呉田 陽一 (D l)｢未定｣

毛利 俊雄 (形態進化)｢Cranlalgrowthof

crab-eating rhesus and Japanese
maCaqueS｣′

平井 ､啓久 (集団迫伝)｢霊長類の染色体進化 -

テロメア配列の分布パターンtJ

森 明雄 (生態機構)｢ニホンザル事島群でみら

れた貧栄養下におけるメスの性成熟 一性皮の

鹿股から見た性成熟-｣

加納 隆至 (社会構造)｢ワンバのボノボの優劣

交渉のいくつかの特徴｣

友永 雅己 (思考言語) ｢Actlon-centered

attentlonlnchimpanzee(PantTClgIodirtes)｣

中村 克樹 (詑知学習)r¶lerepresentationof

eyeposltlonlnthepariet0-0cclpltalsulcus

lnthemonkey｣

樺井 芳雄 (行動発現)｢Propertlesofhlppo-

campalcell-assemblyinmultiplememory
processlng｣

光永 総子 (器官調節)｢Interblrthintervalsof

Japanesemacaquesandrhesusmacaques｣
中村 伸 (遺伝子情報)｢ニホンザルの脳におけ

るTIssueFact9rの発現特性 (Tissuefactor
expresslonlnJapanesemonkeybrain)｣

渡洩 邦夫 (野外施設)｢インドネシア､バンガ

ンダラン自然保甥地区におけるカニクイザルと

シルバール トンの個体変動数｣

後藤 俊二 (サル施設)｢スラウェシマカクの寄

生虫嫡｣

.企画 :伊藤 活介､田仲 祐介 (以上TA)､中村

克樹,相見 満,中村 仲,大蔵 聡

内容 :本コロキアムは､霊長類研究所に所属する

研究者の応新の研究成果を､所内の研究者がより

深く理解し､今後の学際的な研究のきっかけがで

きればということをねらいとして企画した｡大学

院博士後期課程2年生と特別研究員 ･非常勤研究

員を中心とする8名による口頭発表と大学院博士

後期課程に所属する大学院生6名と各分野 ･施設

から1名ずつ合計17名によるポスター発表が行

われた｡小さな ｢学会｣▲を思わせる雰囲気の中､

活発な討論が行われるとともに交流が深まった｡

非常に好評で､｢定期的に行ってはどうか｣とい

う意見も聞かれた (参加者 :約50名)｡

(文責 :中村 L克樹)

(3)外国人研究員

1)外国人研究且

氏 名 :朱 本仁

受入教官 :松林晒明

研究課招 :規人猿人工柴野 こおける性選別
招へい期間 :8.2.26-8.8.31

氏 名 :Mwenda.Jason

受入教官 :正式孝義

研究課題 ･.アフリカの霊長校の退伝的手法による

系統分析学的研究

招へい期間 :8.3.10-8.12.10

氏 名 :Huffman,MIchaelAl年n
受入教官 :杉山幸丸

研究課題 :霊長類の薬草利用と文化伝達

招へい期間 :8.3.15-9.3.14

氏 名 ･.随 慮五

受入教官 :囲松 豊

研究現題 :中国南部から出土 した中新世類人猿

LufengpLthecusの岨噴辞官および体肢骨の機

能形態学的研究

招へい期間 :8.3.25-8.7.15
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